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［中国・新疆ウイグル自治区の地震 合成開口レーダー（SAR）］  

 第1図は，2015年7月3日に中国・新疆ウイグル自治区で発生したMw6.4（USGS）の地震に

ついて，「だいち2号」（ALOS-2）PALSAR-2データの干渉解析を行った結果である． 

 図は，西南西上空を飛行する人工衛星から，地震前後の2014年10月5日と2015年7月26日に高分

解能モード（10m）で飛行方向からみて右方向を観測したデータを干渉処理した結果である．衛星

と地上を結ぶ視線方向の距離の変化を位相で表示している． 

 地殻変動を示す領域は30km程度の広がりを持っており，震源域の北側では最大約10cmの衛星に

近づく変位，南側では最大約3cmの衛星から遠ざかる変位が検出された． 
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第１図 2015年７月３日中国・新疆の地震に関する合成開口レーダー解析結果 
Fig. 1  Synthetic Aperture Radar (SAR) interferogram of southern Xinjiang, China earthquake on July 

3, 2015. 
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